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概要 ： 古典的な破産理論の枠組みでは保険会社のサープラスは複合
ポアソン過程を用いてモデル化されてきた．しかし，クレーム額がIIDで
あることを仮定するのはしばしば現実に即さないことがある．そこで本
研究では，クレーム額が長期記憶性を持つと仮定した上で，ドリフト付
き非整数ブラウン運動でサープラスをモデル化し，Malliavin解析を用
いて破産確率の推定を行った．
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